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研究成果の概要（和文）： 

本調査の結果、認知症の診断を受けている利用者はそうでない場合に比べ、居宅サービス計
画書の説明時の家族の関与は大きくなり、計画書に対する利用者の理解が不十分であってもサ
ービス利用が実施されていること、および家族の意識も、利用者本人に対し説明を行うことに
ついて否定的な意識をもっていることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 As a result of the investigation, the family who is caring the person diagnosed with 
the dementia is participating in the explanation of the care plan compared with a 
family not so, and service is used for the user without understanding the care plan 
enough. In addition, It was suggested that the family has a negative opinion of the 
explanation of the care plan for the user. 
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１．研究開始当初の背景 

介護保険制度の理念は、利用者の自己決
定・自己選択によるサービス利用である。し
かし、判断能力が低下した認知症高齢者が利
用者である場合、介護保険サービスを利用す
る際になされる説明とその同意のあり方を
どうしていくべきかは、介護保険制度の適切

な実施にあたって大きな課題である。 

２．研究の目的 

本研究は、認知症の人本人への介護保険サ
ービス提供に際しての説明と同意（インフォ
ームド・コンセント）に関する指針を開発し、
サービス提供者に向けたインフォームド・コ
ンセントに関する教育実習システムを開発
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することにある。研究計画期間内では、認知
症の人への居宅介護支援サービス提供時に
おけるインフォームド・コンセントにおける
家族介護者等の意識及び関与の実態を明ら
かにすること、及び開発中の判断能力評価ツ
ールを用いた際の家族介護者等の意識や行
動の変容について明らかにすることを目的
とする 

３．研究の方法 

物忘れ外来に通院する患者家族のうち介
護保険サービスを利用している者 19 名を対
象に、半構造的インタビューを行った。得ら
れたデータは、質問項目ごとに質的及び量的
に分析を行った。調査は平成２０年１１月～
平成２１年２月に実施した。  

2008 年度に得られたデータをもとに、質
問紙を作成し、全国の介護支援専門員 250 人
員の協力を得て、591 人家族介護者に調査票
を配布・回収した。 
４．研究成果 
 認知症の診断を受けたものを介護してい
る家族はそうでない家族に比べ、利用者本人
に、居宅サービス計画書の説明を行うことに
対して否定的な意識をもっていることが示
唆された。 
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